
嵯峨地域農場づくり協議会は、古都保存法の歴史的風土特別保存

地区に指定されている嵯峨地域において、農業生産の安定と振興を

図ることを目的に平成12年に設立。平成29年より、嵯峨地域の稲

穂たなびく景観や希少種・在来種など多様な生物の保全を図るべく、

嵯峨地域において「古今嵯峨米」-地域資源を活用したサステナブ

ルなコメの栽培-と銘打ち、減農薬など環境にやさしい生産方式で

の栽培を特徴とした米のブランド化に取り組んでいる。

竹をチップ化し発酵させた肥料を平成30年から1haの圃場で活

用。令和2年からは京都市動物園のゾウ糞を原料とした発酵肥料を

施用しており、協議会内で環境保全を意識した土づくりの継続と技

術的な意見交換などを行う場を設けるほか、消費者等にFacebook

で取組内容を紹介するなど情報発信と地域住民との連携に取り組ん

でいる。

「古今嵯峨米」- 地域資源を活用したサステナブルな米の栽培 -

近畿地域環境保全型農業推進連絡会議会長賞
（有機農業・環境保全型農業部門）

嵯峨地域農場づくり協議会
代表：山田 耕司

令和２年度
近畿地域未来につながる持続可能な農業推進コンクール

さ が ち いき のうじょう きょうぎかい

京都府京都市
主な取組

技術講習会にて
活発に意見交換を実施

竹をチップ化し、土壌に施肥


